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小鹿・他 (2011)は高感度基盤地震観測網のデータを使用して、平成 20年 (2008年)岩手・宮城内陸地震発生前の定常
地震活動の震源分布を詳細に再決定し、震源断層の形状を推定できるかどうかを検討した。その結果、地震発生前の震
源分布には震源断層に対応するような面状の分布は見られず、震源断層の形状を推定することは難しいことがわかった。
また、岡田・他 (2008)による余震分布と比較すると、本震前の震源は余震分布と重ならず、余震域の周辺に分布するよ
うに見えた。しかし、岡田・他 (2008)と小鹿・他 (2011)とでは震源決定の手法や用いた速度構造が異なっている。震源
位置を比較するには余震と本震発生前の震源を同じ方法で決定する必要がある。
そこで本研究では、DD法により余震と本震発生前の震源を同時に決定した。本震発生前の震源は余震域全体をカバー

するおよそ 60km× 35kmの領域で 2006年、2007年に発生した地震で、小鹿・他 (2011)のデータを用いた。余震は、本
震が発生した 14日の 8時 43分から 23時 59分までに発生したものを対象とした。使用した観測点は本震からの震央距
離が約 50km以内の 40点である。P波、S波の到着時刻はパソコンのディスプレイ上に波形を表示して読み取った。決
定した震源の数は本震発生前が 383個、余震が 324個の計 707個である。
その結果、空間分布を見ると、本震発生前の震源は本震から約 3kmの範囲にほとんど分布していなかったが、余震は

この部分を埋めるように分布した。また、本震震源付近ほど顕著ではないが、余震域の北部や南部でも本震発生前の震
源がなかった場所で余震が発生しているように見える。岡田・他 (2008)の本震付近の S波速度偏差の西北西-東南東方向
の鉛直断面を見ると、本震、余震ともに西北西-東南東方向に伸びる高速度域に分布しており、本研究で再決定した震源
もこの高速度域に分布する。本研究で再決定した震源分布は、速度偏差分布で推定できるスケールよりも細かい不均質
構造を表している可能性がある。
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